
代表監査委員への暴言に関する概要 

｟代表監査委員への暴言に関する一連の流れ｠ 

日  付 内   容 

 

令和７年８月 22 日 

 

決算審査意見書（監査委員作成）の配付 

 

令和７年８月 26 日 

午前中 

 

上記意見書に対する通告期限 

しかし、この時点で井桁議員からの通告は無し。 

 

 

 

 

令和７年９月１日 

（本会議初日) 

 

 

 

① 代表監査委員が本会議で決算審査報告と審査意見を発表。 

 

② 井桁議員が期限までに通告をしていないにもかかわらず、

「緊急質問」という文言を用いながら暴言を連発。 

 

 

 

 

 

参考 緊急質問とは 

天変地異、突発的な出来事の発生などに際し、発言通告書を提出

することなく行う質問のこと。 

 

③ 暫時休憩と会議再開 

井桁議員に内容を確認するため、暫時休憩して、井桁議員

の控室に議長が出向き、質問内容を尋ねた。 

しかし、井桁議員は質問内容を検閲するのかと拒否。 

井桁議員が質問しようとする内容が不明のまま、やむを得

ず議長は会議を再開し、議場で採決したところ、賛成少数に

より、質問は許可されず。 

 

 

 

資料２ 

緊急質問を求める中で、井桁議員が「虚偽」

や「ふざけるな」という言葉を複数発した。 


